
 

 

 

 

 

 

オール福井反原発連絡会 

４月１３日の報告 

１、署名を提出しました 
福井県内をはじめ全国から寄せて頂きました署名を福井県知事と議会議長に本日15

時から提出しました。 

署名の宛先 手書き署名 
ネット署名 

合 計 
県内発信 避難関西 

知事への署名 ３，４９４ 
７７３ １，１７１ 

５，４３８ 

議長への署名 ３，４９３ ５，４３７ 

 

３月から始めた署名活動は、たった数週

間で５，４３７筆になり、今日提出しまし

た。(FAX や手紙などにて届けられた署名

数は、後日調べます。) 

全国の皆さまありがとうございました。 

知事あての署名を受け取ったのは、原子

力安全対策課長で、福井県議会は議会局次

長でした。マスコミは、全社がそろったよ

うに思います。 

 

２、はじめての要請 
福井県議会の厚生常任委員長と副委員長

が、私たちと協議してくれました。 

長い反原発運動の歴史の中でも初めての

ことだと思います。 

5～6 人の方が質問や意見を述べ委員長

から回答するやり取りでした。 

その概要は、以下のようなものでした。 

①  全員協議会での結論を出すの

は、議会制民士主義を壊すものだ

から議会の中で慎重に議論して欲

しい。 

頼りにならない避難計画の中では、 
老朽原発はうごかさないで ！ 



② 再稼働に同意して大事故が発生したら、福井県議会議員としての責任が伴

うことだから責任をもって審議して欲しい。 

③ 3 次元の地層探査を行って関西電力が言っていることが正しいか検証する

べきだ。 

④ 高浜や美浜の住民は、原発災害時の避難について強く関心を持っている。避

難について明確な方法が県から示されていない中で、再稼働に同意すべきで

ない。 

⑤ 請願を審議しないで同意の結論を出すことはないでしょうね。 

⑥ 同意に向けたスケジュールはどのように考えているのか。 

全体的な回答。 

● 審議のスケジュールは、４月１４日と１５日に美浜・高浜原発の視察を行い、

１９日に全員協議会を開いて国や関西電力から報告を受けるまでは決まっ

ているが、それ以降はまだ決まっていない。 

● 請願は、急ぐものであれば直近の議会で審議されるはず。直近は、５月１８

日の組織議会だ。急ぐものでなければ、６月の定例会で行われる。 

● 色々な皆さんの意見をお聞きして判断したいと思っている。 

 

皆さんのご意見はお聞きした。と言うポー

ズ的協議だったと思います。 

しかし、そのようにせざるを得なかった状

況を切り開いたのは、この間の全国的な運

動によるものだと思っています。 

残された日がどれだけあるか分かりませ

んが、頑張り続けます。 

 

３、１４日に５万枚のチラシ 
このチラシは、老朽原発の危険性を訴えたものです。そのチラシの中に議長への要

請はがきが刷り込んでいて、福井市民から議長に対してはがきを出せるものです。 

新聞折込により５万戸に明日一斉に配られます。 

つい昨日まで、福井新聞の折り込みセンターが新聞に折り込めないと言っていまし

たが、各方面からの問い合わせにより新聞折込が出来るようになりました。 

明日１４日の早朝に一斉に各家庭や会社などに配られることになります。 

良い結果を期待したいです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 


